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京大広積
第100回（3.6) 司会松田良一会員
部局報告：教養部， 薬学部，経済学部，文学
部，工学部および農学部から各学部のストライキ
などの現況について報告があった。
議題：月曜会のあり方について
既にこの問題について昨年4月に検討され，そ
のメモが京大広報 No.55に掲載されている。本
年度は毎月 1回聞いてきており，現況報告などが
ある。この会合は semi-formalたものであるが，
それなりに意義があるからということで本日まで
続けてきた。第99回の月曜会において従来欠席の
会員が多いが，その理由を考えてみて，第100回
では本年度のしめく くりの意味で再検討すること
になっており，これが本日の会合の議題である旨
司会会員から発言があった。これに対して，本日
は本会の存廃の問題を含めて検討することになっ
た。種々の意見が出されたがその大要はつぎの通
りであった。
廃止すべきであるという意見：；研究所，病院の
立場から：本会の議題中には無関係なものが多
く，そのために興味が全く持てない話が多L、。情
報交換だけの場ならば他の方法を考えてはどう
か。 Formalではないという点にも問題があり，
この会はこの辺で終止符を打つべきである。
学部の立場から ：単に情報の交換の場としての
みに意義を認めるのでは本会の本来の意味を失っ
ている。大学改革のための情報交換が当初のテー
マであったが，それが失なわれているとすれば廃
止しでもよいと思われる。また部局によってはど
ちらかと言えば廃止した方がよいとし、う程度の意
見があった。
存続すべきであるという意見：学部および研究
所の立場から：：本会合においては情報交換によっ
て種々有益な勉強をしてきている。毎月 1回程度
であれば時間もとらないと思われる。興味の有無
によって出席を左右されるべきものではなく，大
学の将来の方針を決めるに当って各部局の立場に
こだわることなく遠慮のない， freetalkingの形
で物が言えるのはこの会以外には本学には存在し
ない。この会合は大学の硬化を防ぐに役立つもの
であってこの点からみても本会は存続すべきもの
と考える。何か新しい組織ができて引き継がれる
ようになったときに発展解消すべきでるる。
今後の問題として：もし存続するとすれば，メ
リットを増加するような方策を考えるべきであ
る。たとえば，総長に必ず出席していただけるよ
うな日程で行なうこと。予めテーマを決めて案内
をすること。また会合の時聞からみて，食事を共
にしながら話し合うようにすること 〈費用各自負
担〉なども考えられる。存続，廃止の問題は本日
決定するのは早急すぎるので，現在の会員で次回
に再び討議することになり，次回は特に3月25日
までの総長の都合のよい日に，曜日にはこだわら
ずに開催する。また夕食は各自適当なものを注文
して食事を共にしながら討議することとし，司会
者は工学部担当とすることに決定して終了した。
（松田良一会員，千葉英雄会員〉
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